
                                         

 

 【解体建物を活用した消防隊による災害対応技術訓練】 

 

（訓練目的） 

 解体工事予定の建物を活用し、発煙筒を用いたより火災現場に近い状況の中

で、濃煙に対する対応要領や警防活動資機材を用いた破壊進入などの実践的な

訓練を行うことにより、火災鎮圧時間及び人命救助時間の短縮に反映させ、災

害対応技術の向上を目指すことを目的とします。 

 

 

   １．訓練日時 

    (1)平成 25年 6月 17日(月曜日)13時 30分～15時 30分 

    (2)平成 25年 6月 18日(火曜日)13時 30分～15時 30分 

    

   ２．訓練場所 

     愛媛職業訓練支援センター(松山市西垣生町 2184番地) 

    

   ３．訓練参加隊 

     西消防署 1・2部救助隊及び消防隊 

  

   ４．訓練内容 

    (1)鉄骨造建物の開口部等を消防破壊器具にて破壊し、火災建物内へ進入を 

実施する。 

 (2)鉄骨造建物から出火、建物内の要救助者を救助隊と消防隊が連携し救出す 

     る。 

(3)鉄骨造建物内を発煙させ、火災時における濃煙内の連携活動(救助隊・消 

      防隊)を確認する。 

     ※災害が発生した場合は、災害出動を優先する。 

 


